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第18図　丸瓦実測図（Ｓ＝１/ ４）

第１表　丸瓦観察表



－ 23 －



－ 24 －



－ 25 －



－ 26 －



－ 27 －



－ 28 －



－ 29 －



－ 30 －



－ 31 －



－ 32 －



－ 33 －



－ 34 －



－ 35 －



－ 36 －



－ 37 －



－ 38 －



－ 39 －



－ 40 －



－ 41 －



－ 42 －



－ 43 －



－ 44 －



－ 45 －



－ 46 －



－ 47 －



報 告 書 抄 録
ふ り が な おくぼはいじあと ・ おくぼがようあと

書 名 小窪廃寺跡 ・ 小窪瓦窯跡

副 書 名

シ リ ー ズ 名 氷見市埋蔵文化財調査報告

シ リ ー ズ 番 号 第69冊

編 著 者 名 瀬　直樹 ・ 酒井　英男 ・ 堀　和仁 ・ 泉　吉紀

編 集 機 関 氷見市教育委員会

所 在 地 〒935-8686　富山県氷見市鞍川1060番地　TEL0766 （74） 8211

発 行 年 月 日 2016年3月18日

ふ り が な

所 収 遺 跡

ふりがな

所 在 地

コード 北　緯

°′″

東　経

°′″
発掘期間

発掘

面積
発掘原因

市町村 遺跡番号

小
お

窪
く ぼ

廃
は い

寺
じ

跡
あ と

氷
ひ

見
み

市
し

小
お

窪
く ぼ

16205 094

36゜

  51′

  30″

136゜

   54′

   29″

－ － 測量調査

小
お

窪
く ぼ

瓦
が

窯
よ う

跡
あ と

氷
ひ

見
み

市
し

小
お

窪
く ぼ

16205 044

36゜

  51′

  23″

136゜

   54′

   28″

20140311

～

20140324

11.8

㎡
試掘 ・ 確認調査

所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

小窪廃寺跡 寺　院 古代 － 丸瓦 ・ 平瓦 ・ 塔心礎
地中レーダ探査で礎石ら

しき反応を確認した。

小窪瓦窯跡 窯　跡 古代 地下式窖窯 丸瓦 ・ 平瓦

発掘調査で窖窯の階段状

床面が検出された。 地中

レーダ探査 ・ 磁気探査で

は、 未開口の窖窯が存在

する可能性が指摘された。

要　　約

小窪廃寺跡は、 ７世紀末から８世紀前半頃に造営された古代寺院の寺域と推測される。 かつて小

窪廃寺跡に所在したと伝えられる柱穴式塔心礎の柱穴径は84cmを計り、 塔高30mを超す五重塔のも

のと考えられる。 廃寺跡の南約250mには小窪瓦窯跡が所在し、 小窪廃寺へ瓦が供給された。 小窪

廃寺関連の瓦は、 丸瓦と平瓦計46点が確認されており、 かつては軒丸瓦があったとも伝えられる。

小窪瓦窯跡で実施した発掘調査では、 地下式窖窯の開口部の下方で階段状の床面を検出した。

ただし、 崩落した天井部などは開墾の際にすでに開削されたものと考えられる。

地中レーダ探査 ・ 磁気探査では、 小窪廃寺跡で礎石らしき反応が確認されたほか、 小窪瓦窯跡

では未開口の窖窯１基が存在する可能性が指摘された。


